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照

浩

真
宗
各

派
で
用

い
ら
れ

て
い
る
声

明
は
、
各
派
の
間

で
大

き
く
相
違

し
て
い

る
。
そ
れ
は
単
な

る
細
部

の
相
違
だ
け

で
な
く
、
曲

の
数

に
も
大

き
な
相
違

が

あ
る
。

い
ま
真
宗
声
明

の
特
色
を
考
察

し
よ
う
と
す

る
に
あ

た
り
、
先
ず
真
宗

各
派

で
用

い
ら
れ
て

い
る
声

明
を
分
類

し
よ
う
と
思

う
。

一

真
宗
独
自

の
声
明

真
宗

の
声
明
は
、
独
自

の
声
明

と
天
台
系
の
声
明

に
二
大
別
す
る

こ
と
が
出

来
る
。

(一)

正
信
偶
和
讃

真
宗

で
は
、
古
く

は
主

と
し

て
礼
讃
が
用
い
ら
れ
た
が
、
文
明
五
年

(
一
四

七
三
)
蓮
如

の
正
信
偶
開

版
以
来
、

正
信
偶
和
讃
が
勤
行

の
中
心
と
な

つ
た
。

こ
れ
は
間
も
な
く
本
願
寺
以
外
に
も
及
ん
だ
ら
し
く
、
誠

照
寺
で
も
第
七
代
秀

応

の
代
か
ら
正
信
偶

が
用

い
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
正
信
偶

和
讃

が
軽

重
さ

ま
ぐ

の
法
要

に
用

い
ら

れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
実

如
の
頃

に
は
舌

々
、
墨

譜

の
区
別
が
生

じ
、
寛
永
年
間

に
は
十
種

の
唱
法
に
細
分
化

し
た
事

が
、
祐
俊

の

「法
流
故
実
条

々
秘
録
」
に
見
え

て
い
る
。
現
在
大
谷
派

で
用

い
ら

れ
て
い
る

句
淘
、
句
切
、
真
四
句
目
下
、
行
四
句
目
下
、
草
四
句
目
下
、
真
読
、
中
読
、

墨
譜
、
舌

々
の
九
種
は
、

江
戸
初
期
以
来
あ

ま
り
変
化

の
な

い
も

の
と
思

わ
れ

る
。本
願
寺
派

で
は
、

分
派

以
後
し
ば
ら
く

は
大
谷
派
と
同
じ
で
あ

つ
た
が
、
元

禄

以
後
天
台
声
明
を
多
く
採
り
入
れ
、
正
信
偶

は
軽

い
法
要

に
の
み
用

い
ら

れ
、

江
戸
末
期
に

は
真
譜
、
墨
譜
、
中
拍
子
、
舌

々
、
草
譜
の
五
種

と
な
り
、
昭
和

六
年

に
は
正
信
偶
は
天
台
系
声

明
の
荘
厳
讃
、
念
仏
和
讃

は
般
舟
讃

の
譜

に
依

つ
て
改
作
さ
れ
た
。

一
方
興
正
派

は
江
戸
時
代

の
本
願
寺
派

の
正
信
偶
和
讃
を

伝
え

て
い
る
。

高

田
派
で
は
正
信
偶

は
棒
読

み
で
、
文
類
偶
に

の
み
節
を
付
け
て
唱
え
ら

れ

る
が
、

一
種
類
だ
け

で
、和
讃

は
三
首

(
二
重
)

或
は
五
首

(
三
重
)

引
く
が
、

後

に

「
寄
句
」

が
附
さ

れ
る
。

こ
れ
は

「
文
讃
」
を
う
け

つ
い
だ
も

の
で
、
正

信
偶
、
文
類
偶

の
勤
行
が
高

田
に
も
及

ん
だ
結
果
、
古
く
か
ら
用

い
ら
れ

て
い

(1
)
 

た
文
讃
と
融
合

し
、
寄
句

と
し

て
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た

と
思
わ
れ
る
。

仏
光
寺
派

で
は
真
譜
、
行
譜
、
草
譜
、
舌

々
が
あ
り
、
木
辺
派
で
は
真
引
、

中
引
、
真
読
、
舌

々
の
正
信
偶
が
用

い
ら
れ
て

い
る
。
誠
照
寺
派
で
は
真
偶
真

讃
、
行
偶
行
讃
、
草
偶
草
讃
に
分
け
ら
れ
、
出
雲
路
派

に
は
日
常
用

の
簡

単
な

正
信
偶
和
讃

の
譜
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
重

い
法
要
の
場
合
に
は
大
谷
派

の

も

の
を
用
い
、
三
門
徒
派
山
元
派
で
は
す

べ
て
大
谷
派

の
声

明

を
用

い
て

い

る
。(土)

文
類
偶

文
類
偶
は
大
谷
派
、

仏
光

寺
派
、

木
辺
派

で
は
正
信
偶
に
準
じ
た
節

で
唱

え

ら
れ
、
本
願
寺
派
、
興
正
派
、
誠
照

寺
派
は
天
台
声
明

の
五
念
門
の
譜

が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

(三)

伽
陀

伽
陀

は
法
要

の
前
後
、
講
式

の
間
等

に
用

い
ら
れ
る
が
、

大
谷
派
、
木

辺
派

は
独
自

の
節
で
唱
え
、
仏
光
寺
派

、高

田
派

は
天
台
式

と
独
自

の
節
を
併
用

し
、

本
願
寺
派
、

興
正
派
、
誠
照
寺
派

は
天
台
系

の
み
を
用

い
て

い
る
。

四

講
式
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報
恩

講
式
と
歎
徳
文
も
各
派
通
じ

て
用

い
ら

れ
、
本
願
寺
派

で
は
讃
仏
講
式

も
用

い
ら
れ
て
い
る
。
講
式
の
間

に
唱
え
る
式
聞
念

仏
和
讃

の

一
種
で
あ

る
坂

東
曲

は
、
現

在
大
谷
派
に
の
み
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
唱
法
、
作
法
共
ハ
に
特
異

で
、
時
衆

の
踊
躍
念
仏

の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
。

(五)

礼
讃

礼
讃

は
正
信
偶

・
文
類
偶
の
勤
行

の
普
及

に

つ
れ
て
用
い
ら
れ
な
く
な

つ
た

が
、
本

願
寺
派
に
於

い
て
、
元
禄
年
間

に
西

山
浄

土
宗

の

「
蓮
門
課
調
」
に
依

つ
て
復
活
し
、
現
在
本
願
寺
派
、
興

正
派
、
誠

照
寺
派
で
用
い
ら

れ
て
い
る
。

因

漢
音
阿
弥
陀
経

そ
の
他

本
願
寺
派
、
大
谷
派
、
仏
光
寺
派
、
木

辺
派
で
は
漢
音
阿
弥
陀
経
も
用

い
ら

れ
、
各
派
共
ハ
に
御
伝
記

と
宗
主

の
消

息
も
読

ま
れ
る
。
御
伝
記
は
絵
伝

の
詞
書

が
独
立
し
た
も

の
で
、
古
く

は
絵

解
き
で
あ

つ
た
も

の
が
、
法
要
の
中
に
組

み

込
ま
れ
、
読

む
声
明
と
し
て
定
着

し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
路
念

仏
は
蓮
如

し

へ
ん

の
頃
か
ら

「
四
反
」

の
名
称

で
用

い
ら
れ
、
六
斉
念
仏

の

「
四
遍
」
と
関
係
あ

る
も

の
と
考

え
え
ら
れ
て
い
る
。

二
、
天
台
系

の
声
明

本
願
寺
派
、
高
田
派
、
仏
光
寺
派
、
興
正
派
、
誠
照
寺
派

で
は
天
台
系
声

明

も
併
用
さ
れ

て
い
る
。
元
禄

二
年

(
一
六
八
九
)

本
願

寺
派

で
魚
山

の
幸
雄

を

迎
え

て
以
来
、
盛
ん
に
天
台
声
明
を
採
り
入

れ
、
次
第

に
他
派

に
も
及
ん
だ
も

の
で
あ

ろ
う
。
本
願
寺
派
で
は
幸
雄
以
後
も
、
魚

山
か
ら
数
代

に
わ
た

つ
て
声

明
家

が
来
山
し
、
声
明

の
大
部
分
を
天
台
系

で
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
明
治
に

な

る
と
園
部
覚
秀

の
指
導

に
依

つ
て
、

一
法
要

に
用

い
る
声
明
を

一
つ
の
作
法

に

ま
と
め
、
更

に
昭
和
六
年
に
現
行

の
も

の
に
改
め

て
い
る
。

(H)

天
台
声
明
を
そ

の
ま
ゝ
用

い
る
も

の

甲
念
仏
、
合
殺
念
仏
、
八
句
念

仏
は
各
派

共
ハ
に
用

い
、
高
田
派
、
仏
光
寺
派

で
は
仏
讃
、
四
智
梵
語
讃
等
も
用

い
ら

れ
、

こ
れ
は
正
信
偶
等

独
自

の
声

明
の

前
後
に
附
加

し
て
用
い
ら
れ
る
。

国

天
台
声

明
の
旋
律
を
用
い
る
も

の

宝
暦
十

一
年

(
一
七
六

一
)
以
後
、
本
願
寺
派

で
は
所
依

の
経
論
の
文
を
天

台
声
明

の
譜

に
あ
て
は
め
た
曲
が
多

く
作

ら
れ
た
。

こ
れ
は
現
在

で
も
囲
ハ正
派

誠

照
寺

派
で
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

国

天
台
声
明
に
倣

つ
て
作
ら
れ
た
も
の

天
台
声
明
に
倣

つ
て
新

ら
た
に
作
曲
さ
れ
た
も

の
も
あ

る
。
伽
陀
、
三
奉
請
、

四
句
念
仏
、
回
向
等
、

本
願
寺
派

で
最
も
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
曲
は

い
ず

れ

も

こ
れ
に
属
す
る
。

三

結

語

以

上
の
如
く
、
真
宗

の
声
明
は
、
独
自

の
声
明

と
、
天
台
系

の
声
明
が
あ
る

が
、
大
谷
派
、
木

辺
派

で
は
独
自

の
声
明

の
み
を
用

い
、
他
は
独
自
の
声
明
と

天
台
系
声
明

を
併

用
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
高

田
派
、
仏
光
寺
派

で
は
独
自

の

声
明

の
前

後
に
天
台
声
明
を
附
加
し
、
本
願
寺
派
、
興

正
派

、誠
照
寺
派

で
は
、

所
用
の
声

明

の
大
部
分
を
天
台
系
声

明
で
占

め
て
い
る
。

そ
し
て
、
興
正
派
、

誠

照
寺
派

が
江
戸
時
代
以
降
あ
ま
り
変
化
が
な
い
の
に
比
し
て
、
本
願

寺
派
は

明
治

以
後

も
数
度
の
改
革
を
経
て

い
る
の
で
、

こ

の
両

派
と
も
か
な
り

の
相
違

が
生
じ
て
い
る
。

即
ち
、
真
宗

の
声
明
が
、
各
派

で
大
き
く
異
な

つ
て

い
る

の
は
、
天

台
声
明

と

の
関
係
が
大

き
な
要
因
に
な

つ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

1

生
桑
完
明

『
高
田
宝
庫
の
和
讃
異
本

と
文
讃

に

つ
い

て
』
(
高

田
学
報

二
四
)

2

佐

々
木

孝
正

『
本
願
寺

の
葬
製
』
(
大
谷
学
報

四
九
)

真
宗
各
派
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(播

磨
)
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